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公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
の

能
力
を
活
用
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
削
減
を
図
る
有

効
な
手
段
で
す
。
今
回
初
め
て
公

募
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（

実
績
・
金
額
・
人
的
配
置
・
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
点
数
化
し
て
高

い
順
に
合
格
と
す
る
）
で
業
者
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
ふ
き
あ
げ
、

鴻
巣
市
吹
上
総
合
運
動
場
、
鴻
巣

市
吹
上
荒
川
総
合
運
動
公
園
、
鴻

巣
市
吹
上
富
士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

鴻
巣
市
吹
上
富
士
見
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
鴻
巣
市
吹
上
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
6
施
設
は
、
シ
ン
コ
ー
ス

ポ
ー
ツ
㈱
・
㈱
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
共

同
企
業
体
に
3
年
間
、
2
億
9
6

6
万
1
0
0
0
円
で
委
託
し
ま
し

た
。上

谷
総
合
公
園
（
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
サ
ッ
カ
ー
場
）
は
、
島
村
工

業
に
3
年
間
、
6
3
0
0
万
円
で

委
託
し
ま
し
た
。

上
谷
総
合
公
園
（
有
料
の
公
園

施
設
を
除
く
）、
赤
見
台
近
隣
公

園
、
川
里
中
央
公
園
、
あ
か
ぎ
公

園
、
糠
田
運
動
場
、
東
町
公
園
、

ひ
ば
り
の
中
央
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ

公
園
、
鴻
巣
公
園
、
荒
川
パ
ノ
ラ

マ
公
園
、
富
士
見
公
園
、
石
田
堤

史
跡
公
園
、
新
宿
第
一
公
園
の
13

施
設
は
、
鴻
巣
市
環
境
緑
の
グ
ル

ー
プ
（
高
橋
建
興
㈱
と
大
里
樹
苗

造
園
㈱
）
に
3
年
間
、
2
億
4
9

4
5
万
円
で
委
託
し
ま
し
た
。

鴻
巣
市
吹
上
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
は
、
㈱
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
共
同
企

業
体
に
3
年
間
、
2
3
6
1
万
円

で
委
託
し
ま
し
た
。

鴻
巣
市
市
民
農
園
は
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
フ
ラ
ワ
ー
ピ
ー
ス

に
3
年
間
、
8
4
4
万
5
0
0
0

円
で
委
託
し
ま
し
た
。

あ
た
ご
公
民
館
馬
室
分
館
を
廃
館

に
す
る
条
例

建
物
の
老
朽
化
が
大
変
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
年
度
限
り

で
廃
館
す
る
た
め
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。
跡
地
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど

も
含
め
て
活
用
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

鴻
巣
市
上
水
道
給
水
条
例
・
下
水

道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
協
議
会
の
協
定
項
目
の
中

で
、
合
併
後
3
年
を
目
途
に
再
編

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
ご
と
に
異
な
っ
た
水
道

料
金
、
加
入
金
及
び
下
水
道
使
用

料
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
4
月
か

ら
統
一
す
る
た
め
の
改
定
で
す
。

上
水
道
料
金
は
、
鴻
巣
地
域
3.8

％
、
川
里
地
域
で
10
・
19
％
の
引

き
上
げ
、
吹
上
地
域
で
11
・
99
％

の
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
料
金
は
11
・
9
％
の
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
川
里
地
域
の
水
道
料
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
激
な
上
昇

を
緩
和
す
る
た
め
、
一
年
間
の
経

過
措
置
を
設
け
る
も
の
で
す
。

主
な
議
案

な
議
案
の
内
容
内
容�
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12月定例会12月定例会

コスモスアリーナ ふきあげ�コスモスアリーナ ふきあげ�

条
　
例
　
等

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
案
、
平
成
19
年
度

補
正
予
算
案
な
ど
22
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
議
員
提

出
議
案
で
２
件
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
人
の
議
員
に
よ
り
行
政
委
員
に
対
す
る
質
問
が
あ
り
、
さ
ら
に
４

日
間
に
わ
た
り
21
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
全
般

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
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一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

で
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
億
60

万
7
0
0
0
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
3
3
8
億
5

1
2
1
万
5
0
0
0
円
と
な
り
ま

し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、
歳
入
で
は

国
庫
支
出
金
1
億
8
2
7
万
5
0

0
0
円
で
保
育
所
運
営
費
や
児
童

手
当
負
担
金
、
鴻
巣
駅
東
口
駐
車

場
取
得
費
の
補
正
。
県
支
出
金
1

8
4
0
万
8
0
0
0
円
で
子
育
て

環
境
の
向
上
に
関
連
す
る
補
助
金

や
花
で
も
て
な
す
支
援
事
業
費
の

補
助
金
の
補
正
。
繰
入
金
1
億
7

0
0
0
万
円
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
。
市
債
2
億
9
4
7
0

万
円
は
鴻
巣
駅
東
口
駐
車
場
整
備

事
業
債
の
追
加
が
主
な
追
加
補
正

で
す
。

歳
出
で
は
、
鴻
巣
駅
東
口
駐
車

場
所
得
費
4
億
円
、
児
童
数
増
加

に
よ
る
民
間
保
育
所
等
運
営
委
託

料
5
5
0
0
万
円
、
臨
時
職
員
賃

金
4
7
5
7
万
円
、
こ
ど
も
医
療

給
付
費
3
3
0
0
万
円
、
身
体
障

害
者
福
祉
費
国
庫
負
担
金
の
精
算

分
2
0
3
7
万
円
、
あ
た
ご
公
民

館
設
備
工
事
費
1
5
5
0
万
円
な

ど
の
追
加
補
正
で
す
。
そ
の
他
、

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
関
係
の

改
正
や
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老

人
保
健
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
・
北
新
宿
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
、
広
田
中
央
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本

市
に
あ
っ
て
は
既
に
28
施
設
に
関

し
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。こ
の
た
び
の
提
案
は
、

体
育
施
設
、
都
市
公
園
、
吹
上
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
市
民
農
園

に
つ
い
て
、
新
た
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
仕
事
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
も
、
極
め

て
重
要
な
議
案
で
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
導
入
間
も
な
い
本
制
度
は
、

様
々
な
検
討
課
題
を
残
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
り
良
い
制
度
の
運
用
を
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

合
併
協
議
で
合
併
後
3
年
を
目

途
に
料
金
を
統
一
す
る
方
針
に
基

づ
き
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
鴻

巣
市
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

の
答
申
書
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ

り
ま
す
。
今
回
の
料
金
改
正
は
、

地
域
に
よ
っ
て
は
値
上
り
値
下
り

し
ま
す
が
、
新
市
の
公
平
性
を
考

慮
し
た
議
案
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
上
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
を
期
待
し
ま
す
。

ー
行
政
責
任
の
放
棄
ー

民
営
（
指
定
管
理
者
）
化

市
民
生
活
の
最
先
端
の
公
園
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
「
指
定
管

理
者
」
に
管
理
を
民
間
委
託
す
る

議
案
。
上
下
水
道
料
金
の
料
金
統

一
の
名
の
も
と
料
金
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
は
じ
め

て
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
点
数
が

発
表
さ
れ
な
い
不
透
明
な
も
の
で

す
。
今
日
の
公
共
事
業
に
お
け
る

談
合
な
ど
の
厳
し
い
世
論
に
も
応

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

高
額
の
民
間
委
託
費
は
、
行
政

が
利
潤
追
求
の
対
象
と
な
る
。
事

故
が
あ
れ
ば
第
一
義
的
に
指
定
管

理
者
と
言
う
の
は
行
政
責
任
の
放

棄
で
す
。
実
績
の
な
い
企
業
に
委

託
が
さ
れ
、
丸
投
げ
や
非
正
規
労

働
者
の
増
加
な
ど
懸
念
さ
れ
ま
す
。

公
務
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
指
摘
し

反
対
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
は

合
併
時
の
「
負
担
は
低
水
準
に
」

の
約
束
を
破
る
も
の
で
す
。

特
に
川
里
地
域
の
水
道
料
金
は

10
・
19
％
の
引
き
上
げ
、
鴻
巣
3.8

％
の
引
き
上
げ
、
吹
上
地
域
は
11

・
99
％
の
引
き
下
げ
で
す
。
川
里

は
05
年
に
11
・
2
％
の
引
き
上
げ

が
あ
っ
た
ば
か
り
と
言
う
事
で
1

年
間
軽
減
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

公
共
下
水
道
は
11
・
9
％
の
引

き
上
げ
で
す
。

今
日
の
生
活
苦
の
中
、
生
き
る

の
に
欠
か
せ
な
い
水
の
料
金
の
引

き
上
げ
に
反
対
で
す
。

3

反
対
討
論�

平
成
19
年
度
補
正
予
算

賛
成
討
論�

せせらぎ公園

鴻巣地域の市民農園
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